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Ⅰ．概  要   
1．大学概要   
ウイリアム・アンド・メアリー大学はアメリカ東部のバージニア州ウィリアムズバーグ市に  
ある州立大学である。首都のワシントンDCから車で約2時間半南東に走ると，人口が3  
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カでハーバード大学に次ぐ2番目の大学として設立された。この大学で学んだ大統領は，  
トーマス・ジェファーソンを始めとしで何人かが挙げられる。  
























ⅠⅠ．授  業   
1．授業スケジュールと教授法，教科書   
日本語の授業は一般のコースと同じスケジュールで行なわれる。各年度は主に2学期  
で構成され，8月末から12月中旬までが秋学期，1月末から5月中旬までが春学期であ  
ー82－   






















表1 使用数科書・教材一覧  
教科書名   著者■編者   出版社   
1年   「なかま 第1巻」   
Houghton＆Mifflin  
牧野 成一他   Company   
2年   「なかま 第2巻」   
Houghton＆Miffljn  
佃佐由紀子他   Cornpany   
「中級の日本語」   三浦  昭他  ジャパンタイムス  
3年  
「わくわく文法リスニング99」  小林 典子他  凡人社  
重斤闇 ／【＼董卓 竺  
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は授業の中で行っている。   
教科書の各課には漢字導入部分もあるので，それに沿って授業の中で漢字を導入，  













（Visu日IA輯）を嘩印しながらの音素が名い〈 rの上うか盤台は際稿右目ずに白幕の  
視覚補助だけを見ながら説明し，原稿を読まない学生も多い。   
話す力を伸ばすことを目的とした活動としてスキット（寸劇）も取りいれている。  
これは2～3人のグループを作り，学習した文法を使いながらストーリー性のある劇  
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きないということで，ビデオドラ マを作ってきて授業で上映するということもあった。  
この活動では各学生の個性が普段の授業内よりもよく現われるため，学生の新しい一  
面が発見できたりしてとても楽しい活動となっている。  
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表2 口頭発表「お茶の時間」の例  
発  表  例   内  容   
日本の運動会紹介   ジェットプログラムで日本の高校にいた学  
生が日本の運動会を紹介した。   
テキサス州の朝食紹介   テキサス州出身の学生が日本，アメリカ，テ  
キサス州の3種の朝食を紹介し，実物を試食  
させた。   
映画比較「七人の侍」と「荒野の7人」   黒澤明の「七人の侍」とそのリメークである  
ハリウッド映画「荒野の7人」の共通点と柑  
遠点を実際に映画を見ながら比較した。   
小説「将軍」と日本史比較   日本でも放映されたドラマ「将軍」の原作小  
説の登場人物と物語を日本の歴史上の人物，  
史実と比較した。   
韓国の歴史と現代文化   韓国の歴史と伝統的だった文化がどのよう  
に変わったかを特に若者文化に焦点をあて，  
ビデオなどを視聴しながら紹介した。   
日本語キャンパスツアー  ウイリアムアンドメアリー大学は観光地と  
しても人気が高く，学生によるキャンパスヅ  
アーが常時行なわれているが，その内寄を日  
n     ☆萱草′→lで［コ太▲重圧′丁ヽノウこち－7′丁、ノ当／十ブ㌧、寺ヰ血l疇 一丁一日IJ・い－しノしト」／十一口仁】レノノノr／ヽ＞ノナエー亡八■」司て〉－l   
ツアーを行なった。  
ベーグJレの歴史  現在アメリカの食卓に欠かせなくなった  
べ－グノレの歴史についてインターネットで  
調べてまとめた。  
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この他にもクラブ活動の紹介や蘭行に行ったところの紹介，自分が読んだ本の紹介  































一87－   









を終えた。しかし，最後の教材は生教材ではなく，日本語学習者用教材を利用した。   
また，1学期に1回の頻度で「お菜の時間」の口頭発表を3年生と同じ要領でやって  
もらった。出 講す時間は3年生のレベルよりも長く20分を目安にしたが，たいていは  
それよりも長くなった。この時も，韓国語紹介，ビルマ語紹介，日本の紅花染めの工  
程とその歴史紹介などユニークなものが多かったが，一番興味深かったのは，戦後す  
ぐに日本に進駐軍の一員として来日した学生が行った， その当時の日本の子供たちが  
物不足の中で遊んでいたゲームの紹介であった。その学生は当時の状況を出来る限り  
再現するために，当時の写真やゲームに使う道具を作って持って釆た。そして発表の  
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表3 日本語ハウスの活動実績一覧  
会話テーブル   ムービーナイト（MovieNight）   
9H8日  カレーライス試食会1   テレゼ番組「マジカル頭脳パワー」1   
9月29日  月須十試食会1   学生自作日本語スキットビデオ   
10月6日  折り紙1   なし   
10．H13日  やきそば試食会   テレビ番組「日本で生活している外国人」1   
10月20日  書道1   なし   
10月27日  せんべい試食会   映画「乱歩」   
11月10日  おにぎり作り1   テレゼ番組「幸せ家族計画」1   
11月17日  なし   映画「戦場のメリークリスマス」   
12月1日  すきやき試食会   なし   
2月2日  節分   テレビ番組「幸せ家族計画」2   
2月9日  おもち試食会   テレゼ番組「炎のチャレンジャー」1   
2月16日  豚汁とおにぎり作り2   テレビ番組「炎のチャレンジャー」2   
アレビ否組【灸のチャレンンヤー」3  
2月23日  なし  
「テレビチャンゼオン」   
3月1口  日本のお菓子   映画「エンジェルダスト」   
3月15日  折り紙2   なし   
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3月22日  書道2   なし   
3日30日  日本食レストランで食事   なし   
4月5日  お好み焼きの試食会   なし   
4月12日  焼肉試食会   テレビ番組「マジカル頭脳パワー」2   
4月19日  日本語クイズ大会   なし   
カレーライス試食会2  




















り始め，スピーチコンテストの開催数が減少してきた。このような背景からウイリア   
〉 －：■■フII I▲．11左＿＿＝一 ▲ t    ♪ヽムトh ノT、 －■  t ♪    ＿′ ＿ 、 
〉     －＝フ ヽ．1ヾ                       ．－ 、．， t  ノ丁しIF‖∃ ′山J⊥し 1′ヽ′ヽ 【 ′＿．＿ ナ≠・＝一 －   ゝ  ＿ J二ヽ ■ ノ ／】、● ノヘノ ソ‾ノ＼干し’lよ，子l′リレノノ＼【ニーフ‾」 ／フ‾ノ＼「Lリl弄l′l匡ノど⊥ワリ／二『二役刀）bノヘ  
タートさせた。これは4つのレベタレを設けて話す力を競い，日本語科外からの審査員  
によって公平に出場者の日本語力を評価してもらうよい機会となっている。   
この学内大会の上位入賞者は，学外スピーチコンテストとしては歴史の長いノース  
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ヨ国㌧Lさ▲」L」工ヒt作一1、J」．、サ′nl＿よヰ月田随喜i鮎J一壬喜怒忘白hって五‥（ナ，口☆イb輩や恵、Zし心音 一日た′十兼吉 示呵／こ▼ノ／」‖Y六り∨」－Vd、」 t′ノd、ノ′d、ヒ当町貝田八一し－′l二宍・′l望巳1」J＼－・以ノ ノ／」＝／γ」」一フ下こ1ゝりノーG′′ノ 〉 ㌧′しl」一▼ロ、一】・Fく  
極的に呼び掛けを行っても海外からのビザ取得の煩推さなども加担してなかなか引き  
受けてくれる企業を探すのが難しい状況となっている。  
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日本語コース   担当年度   
1年：初級レベル   1997年度，1998年度   
2年：初級レベル   1999年度   
3年：中級レベル   1999年度   
4年：中級レぺJレ   1997年度，1998年度   
5年以上   
1997年度   
自主研究（Independentstudy）   
注2 また，ピザ，立地等の問題で非常勤講師は一切雇うことができず，どうしても人数的に無理がある場  
合は日本人の学部生をアルバイト教員として雇わぎるを得なかった。  
注3 教科書が同じであっても，その年に担当する教師の考え方や個性もあり，いつも内容が全く同じとい  
うわけではない。それで，ここからは特に筆者が担当した時の内容を中心に報告Lたい。  
注4 1998年度青学別の学生たちは，3年生時には「お菜の時間」発表は行っていない。  
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ⅠIL CourseSchedule  
Lecture MWF l．1：00－1：50  
2．2：00－2：50  
Discussion TR l．8：30－9：20  
2．11：00－11：50  
E吼L260   
Ⅵ／ASH308   
WASH304   
AND 207 
In．Instructor  
KyokoKobayashiOfBce：WASH227   
E－mail：kxkoba＠facstafF．wm．edu  




＜Required＞  TheJapanTimes  
血加曙7Ⅵ′ピd4押メ℃〔～Cムわ加g川JgdねJビゆd門e∫ピ（中級の日本語）  
byMiuraandMcGloinCoursePacket  
＜RecoInmended＞  Tuttle助fdiandKanabyHadamitzkyandSpahn  
TheJapanTimesADiction叩′QfIntenllediateJapaneseG7tlmmar  
by Makino，TsutsuiKodanshaInternationalFuriganaJqpanese－  
gJZgJわJ？かic′io／7叩′and F～げ～g（7′7〟助gJ7∫カー物ロメ7g∫eかJcfわ7Zαり′  
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toJAPN400hryotl・Thegoalsregardjngtheskillsofspeaking，listenlng，reading，and  
WritlngWi11beasfollows：  
Speaking：Ⅵ）u Should be able to use proper grammarstructures andexpressions  













Ⅵ．Grading   
l）Attendance＋Participation 15％  
2）quizzes  lO  
3）Lessontests  15  
4）Homewofkassignments  
A（93－100）C（73－76）  
A一（90－92） c－（70－72）  
B＋（87－89） D＋（68－69）  
B（83－86） D（66－67）   
作文・文法練習  15  B－（80－82）D－（65）   
聞き取り  5  C＋（77－79）F（0－64）  
5）presentation（お茶の時間）10  
6）oralinterviews  lO  
7）Finaloralinterview  5  
8）Finalexam  15  
100  Tbtal  
ⅥⅠ．Remarks  
l）classattendanceandParticipation：   
Youarerequiredtoattendeachclassontime・1twillbebesttotalktotheinstruCtOrabout  
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anyunavoidableabseneeinadvance・1fpossible，PleasesubmitanofneialnotetoJuStify   
thenecessltyOftheabsence．   
Twolate arrivals（10minutes orlater）willeount as an absence．Ⅵ）uwi11receive an   
automatieFifyouareabsenth．omclasslOormoretimeswittlOutOfncialnotes，  
In cases ofemergency sueh asillness，1eave a clear message a11d your name on the  
instruetOrls voice mail（221－1472）or send one by e－mail（kxkoba＠facstaff．wm．edu   
kxkoba＠facstaff・Wm．edu）andsubmitadoctor’snotelaterifpossible．   
Thosewhofailtofollow［heaboveproceduresregardingabseneeswillnotbeabletornake   
up quizzes or tests. 
TbimproveyourspeakingandlistenlngSkillsasastudentintheadvancedcourse，itisvery  
importantforyoutoparticIPateaCtivelylnClassroomandotherextra－Curricularactivities．   
Demonstration ofan active attitude towardJapaneselanguagelearnlng OutSide ofthe   
ClassroomsuehasinJapaneseHouseactivitieswillbeincludedinyourgrade．  
2）Quizzes：   
TherewillbequlZZeSOnVOCabularyandkartjithroughoutthesemester．  
3）Lessontests：   
Therewi11betwolessontestscoverlngtWOlessonseachthroughoutthesemester．  
4）Homeworkassignments：Therewi11bethreekindsofhomeworkassignmentsinthis   
COurSe，   
◎作文ノート   
Youarerequiredtowrite作文ontwotopicsinthiscourse．Ⅵ）uwi11reviseone 作文   
twice．Althoughyoucanwritewhateveryouwouldlike．therewillbesomerules：   




3．TrytolinksentencesuslngCOnneCtivewordsandsubordinatedclauses．   
4．Organize作文withalogicalcohesion，andbeconsistentinusingthewrittenstyle．  
Th‘ゝ n一っm（ロ凸 （f十h；ハ ∩‘1nニ什¶．†ヽ〈“＋ 二【←〈 二“〈一人〈（一1－一一二ニ ーーー」－  ェ▲⊥∨，］－⊥YUDレUlul⊥JuL”1呂・LLllし11L⊥DLUll⊥し1t；d＞C一札dlリIalluVUL：abuiaryLnatyOuarellKely  
toneedtoexpressyourselvesandtoencourageyoutowritesomethingmeanlngfu1with  
alogicalorganizationinJapanese．The grade ofthe作 文isbased on grammar，  
VOCabulary，eXPreSSions，kanji，COmPlexity of the sentences，aCeuraCy，COntent and  
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OrganlZatlOn．   
◎文法練習   
Youarerequiredtostlbmitasheetcontainingtheanswersof 文法練習ineachlesson．   
◎聞き取り練習   
Youarerequjredtosubmitthe聞き取りの宿題worksheetsintheeoursepacketfor  
eachlesso軋   
Youarerequiredtosubmithomeworkbythespeeifiedduedate・Latesubmissonswill   
decreasethepereen［ageoftheful］scoreglVenaSfollows：  
2dayslate  90％   
4dayslate  80％  
1week  70％  
2weeksormorelate  50％  
5）Presenta土ion（お茶の時間）  
Therewi11beapresentationcalled「お茶の時間」byeachstudentduringthesemester．   
Thispresentationwi11beheldatthebeginnlngOfclassesonThursdaysthroughoutthe   
SemeSter．Eachstudentwi11presentwhatevers几ewouldlikeforaboutlOminutes・You   
CaneXPlainsomethingaboutaBeldinterestlngtOyOu，ShowsomethingsuchaspICtureS   
and videos，OrPlay agame・Theru1es arethatyoumust speakonlyinJapanese and   
encourage otherstudents’particIPation．Youarerequiredtomeetwiththeinstructorto   
PraCtice with her by the Monday beforethe Thursday presentation．The grade ofthe   
presentationis based on oralproficiency．The criteria wi11be pronunciation，nuenCy、   
ClearneSSOftheexplanation，theuseofvocabularyandsentencestructure．andonginality   
andattractivenesstothe audience．  
6）oralInterviews：   
There willbe three oralinterviewsincluding the員naioralinterview throughout the   
SemeSter・Yourperfomancewillbegradedbasedonaccuraeyofthetargetexpressions，   
VOCabulary，andse11tenCeStruCtureS，PrOnunCiation，fluency、andamountofspeaking・  
7）Fina］exam：   
Thefinalexamwillconsistof3parts：kanjl，grammar，andanoralinterview・The負nal   
▲－－〈山 こ｛ 一〈L〈」＝1〈」f（一1「－凸nJnt7 軋爪－－7つ qtl・1n Yn－－m‖e††只七戸HIPlユT只m nn†hk date  C入dlll⊥b ＞しIICuulCulUl⊥uしDu（リ′，⊥Y⊥Ll）ム，uL ⊥・J〉・ユ〉u ▲・▲・」・LJt・－一LV M・－ －■・p一一 －－－ r－－  
accordingtotherequlrementSOfthecollege・  
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CourseSchedtlle（Su句ecttochange）  
JAPN302：2000  
Ⅵたek   M   T   W   R   F   
1（1／19－21－）  Syllabus   Review   L．6   
2（1／24一三8）  L．6   L．6   L．6   L．6   L．6   
3（1／31－2／4）  L．6   L．6   L．6   011   L. 6 
4（2／7－11）   L．7   L7   L．7   L，7   L．7   
5（二2／14－18J  L．7   L．7   L．7   L．7   L．7   
6（2／21－25）  L，6＋7rI七st  L．フ   L．8  L．8   L．8   
7（コ／28－3／3）  L－8   L．8   L．8   L．8   L．8   
8（3／6－10）   SpringBreak  SpringIireak  SpringBreak  SpringBreak  SpringBreak   
9（3／13－17）  L．8   L．8   L．8   L．8   L．9   
10（二3／20－24）  L．9   0Ⅰ2   L．9   L．9   L．9   
11（3／27－31）  L．9   L．9   L．9   L．9   L．9   
12（〟3－7）   L．8＋9Tbst  L．9   L．10   L．10   L．10   
13（4／10－14）  L，10   L．10   L．10   L．10   L．10   
14（4／17－21）  LlO   L．10   L．10   L．10   Fina10ral   
15（二〟24－28）  Video  Video  Review  Review  Review   
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しpき上うまえよしL；う  
CJ郎∫タメ甲βJⅥ血〃．・授業の前に予習をしましょう！  
1．Culture Notesmustbereadbeforetheclass．  
2．Listento会話（maindialogues）onthetapesattheLanguageLabandworkonyour   
PrOnunCiation・Rememberingthekeysentenceswi11helpyourpresentationoftheroleplay・  
3．読み物（readingmaterial）includesmanynewwordsandkartjiwhicharegiveninthe   
VOCabularylist．Beforethereadingexerciseinclass，yOuneedto checkallunfami1iar   
readingsofkanjlandcomprehendthecontent．  
4．漢字リスト（thelistofnewlyintroducedkarji）hastwosections：書くのを覚える漢  
字（kapjitorememberwriting）onthetop，and読めればいい漢字（kanjifbrreadingonly）．   
YouarerequiredtopracticethemandtobereadyforkaI可igamesandqulZZeS・  




7．運用練習（practiceforactualusage）willbeusedinclasslもrroleplayactivities，You   
areexpectedtouseasmanynewvocabularyandgrammarstruCtureSaSPOSSible・  
8．聞き取り練習（1isteningpractice）wi11behomework．Youneedtosubmittheworksheet   
provided．  
9．速読（speedreading）maybeeoveredinclass・  
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